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男性 AGAを克服せよ！ 

35歳 健一さんの挑戦:  

 

科学と鍼灸が導く希望のストーリー 

 

ストーリーで紐解く AGA克服と健康の再生法 
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まえがき 

 

この本を手に取っていただき、ありがとうございます。髪の悩みは、外見だけでなく自信や

生活全般に深く影響を与えるものです。特に AGA（男性型脱毛症）は、男性にとって

避けられないテーマであり、多くの方がその解決策を模索しています。この本は、そんな悩

みを抱える男性のために書かれました。 

 

「育毛剤を試したけれど効果が感じられない」 

「増毛や植毛には抵抗がある」 

「自然な方法で改善したい」 

 

このようなお悩みを持つ方にとって、この本が新しい希望を提供できればと願っています。 

 

 私がこの本を書くきっかけとなったのは、長年髪の悩みを抱える患者さまたちと向き合う

中で、「髪を失うことがどれだけ心に影響を与えるか」を痛感したことです。中には、髪の悩

みが原因で人前に出るのを避け、社会的な交流が減ってしまったという方もいらっしゃいま

した。 
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 また、母親の抗がん治療の副作用による脱毛を目の当たりにし、髪が持つ心理的な重

要性をより深く実感しました。この経験がきっかけで、薄毛や抜け毛の治療に特化した鍼

灸院を開業し、多くの方々の悩みに寄り添ってきました。 

 私が行う治療は、再生医療と鍼灸を融合させたものです。科学的根拠に基づく治療と、

東洋医学の全身を整えるアプローチを組み合わせることで、髪だけでなく心と体全体の健

康を取り戻すことを目指しています。 

 

 本書の目的は、AGA や薄毛に悩む方に「科学と鍼灸の力で自然に髪を改善する選

択肢」を知っていただくことです。髪の悩みは、一人で抱え込む必要はありません。この本

を読むことで、具体的な治療法やセルフケアの実践方法を理解し、今すぐ行動を起こす

きっかけになれば幸いです。 

 また、治療を続ける中で挫折しそうなときに、励みとなるストーリーも盛り込んでいます。

本書を通じて、髪の悩みを乗り越えた先にある新しい自分をイメージし、日々の生活に

希望を持っていただけることを願っています。 

 

 本書を読み終えた後、あなたは以下のような変化を実感できるでしょう。 

• AGA や薄毛に対する正しい知識を得られる 
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• 再生医療と鍼灸の具体的な治療プロセスを理解し、自分に合った治療法を選

べる 

• 日常生活で実践できるセルフケアの具体的な方法を知る 

• 治療を通じて、自信と希望を取り戻すきっかけを掴む 

 髪の改善は決して短期間で完了するものではありません。しかし、少しずつでも前進す

ることで、自分自身の変化を実感できるようになります。この本が、その一歩を踏み出すた

めの道しるべとなることを心から願っています。 

 

 本書で得た知識を、ぜひ日常生活に取り入れてみてください。そして、セルフケアや治療

を通じて感じた変化を、自分自身だけでなく周囲の人とも共有してみてください。その過

程で得られる気づきや励ましが、さらなる前進の力となるはずです。 

 最後に、髪の悩みは一人で解決するものではありません。再生医療や鍼灸といった選

択肢を活用しながら、専門家のサポートを受けつつ、自分自身の健康を守る旅を楽しん

でいただきたいと思います。 

 

さあ、髪と心の健康を取り戻す第一歩を踏み出しましょう。新しい自分に出会うため

の旅が、ここから始まります。 
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登場人物

 

• 主人公: 田中健一 

o 性別: 男性 

o 年齢: 35 歳 

o 性格: 真面目で几帳面だが、薄毛が進行してからは自信を失いがち。 

o 家族構成: 独身で一人暮らし。両親は地方在住。 

o 価値観: 髪は第一印象を決める重要な要素と考えている。 

o 現在の仕事: 営業職（成果主義の職場でプレッシャーが強い）。 

• 治療専門家: 竹口公雄 

o 再生医療と鍼灸治療を融合した治療を提案する AGA 治療の専門家。 

o 性格: 親しみやすく、患者に寄り添ったアプローチを重視する。 

目次 
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はじめに 

 

AGA に悩む男性が持つ共通の課題

 

 田中健一、35 歳。営業職として日々忙しく働く彼には、密かに誰にも言えない悩みが

ありました。それは、20 代後半から徐々に進行している薄毛です。忙しい仕事の合間を

縫って、市販の育毛剤やサプリメントを試してみたものの、目に見える効果は得られません

でした。毎朝鏡を見るたびに、生え際が少しずつ後退していく現実に落胆し、同僚の何

気ない言葉に敏感になる日々。 

 ある日、飲み会で友人から「最近、ちょっと髪薄くなった？」と言われた瞬間、田中は笑

顔を装いながらも内心では大きなショックを受けました。「このままでは自分が自分でいら

れなくなる」と焦りを感じ、AGA 治療について調べ始めます。 

 しかし、インターネットやクリニックの広告で目にするのは、専門用語が多く、どれも高額

な治療法ばかり。さらに、薬には副作用のリスクがあるという情報も目にし、彼の心は揺れ

動きます。「本当に効果があるのだろうか。薬に頼らずに薄毛を改善する方法はないの

か？」そんな疑問が田中の頭をよぎります。 

 

科学と鍼灸がもたらす新しい希望
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 そんなある日、田中は「再生医療と鍼灸を組み合わせた AGA 治療」というキーワードを

目にします。それは、成長因子を用いた再生医療と、東洋医学の鍼灸療法を融合した

アプローチで、髪だけでなく心身の健康を整えるというものでした。興味を持った田中は、ク

チコミや専門家のインタビューを丹念に調べ、ある鍼灸院のドアを叩くことを決意します。 

 

新たな出会いと第一歩

 

 その鍼灸院で田中を迎えたのは、竹口先生。再生医療と鍼灸を駆使して、数多くの

AGA 患者をサポートしてきた専門家です。田中が「市販の育毛剤では効果がなくて

……」と打ち明けると、竹口先生は穏やかにこう答えました。 

 「髪の悩みは、頭皮だけでなく、生活習慣や体全体の健康状態とも深く関係していま

す。髪を育てるには、体を整えることが欠かせません。そして、薬に頼らなくても、科学的

根拠に基づいた治療で改善することは十分に可能です。」 

 先生の言葉に、田中は一筋の光を見出しました。治療の概要を聞き、再生医療の成

長因子が毛根を活性化するメカニズムや、鍼灸が頭皮の血流を促進し、自律神経を整

える効果について知るにつれ、田中の不安は期待へと変わっていきます。 
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この本が届けるもの

 

 この本では、田中が経験したような薄毛の悩みを抱えるすべての男性に向けて、科学と

鍼灸がもたらす新しい希望を提案します。薄毛は見た目の問題だけでなく、自信や生活

全体に影響を与える深刻な課題です。しかし、正しい知識とアプローチがあれば、その悩

みを解決し、自分らしさを取り戻すことができます。 

 本書では、再生医療と鍼灸を組み合わせた治療の具体的なプロセス、日常生活で実

践できるケア方法、そして治療の先に待つポジティブな未来について詳しく解説します。こ

の本を通じて、AGA に悩むすべての男性が、自信と希望を取り戻すきっかけを見つけてい

ただけることを願っています。 

第 1章: AGA の基礎知識

 

1-1. 薄毛の進行メカニズム: AGA とは何か？ 

 

変化に気づいた日 

 田中健一は、ある朝鏡を見て小さな違和感を覚えました。額の生え際が、以前よりも

少し後退しているように見えたのです。「気のせいだろう」とそのときは気に留めませんでした

が、数ヶ月が経つにつれ、その変化は確信に変わっていきました。生え際だけでなく、頭頂
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部の髪も以前よりも薄くなっているように感じたのです。 

 「これは AGA ってやつなのか……？」田中は初めて AGA という言葉を検索しました。

男性型脱毛症のことだと知り、自分の症状がそれに当てはまるのではないかと思い始めま

す。だんだんと日常の中で薄毛を意識することが増え、周囲の視線が気になるようになり

ました。 

 

AGA とは何か 

 田中が AGA について調べるうちにわかったこと。それは、AGA が遺伝やホルモンの影響

を受ける、男性特有の脱毛症だということでした。原因の中心となるのは、男性ホルモン

の一種である「ジヒドロテストステロン（DHT）」です。DHT は、体内でテストステロンから

変換される物質で、毛根にある受容体と結びつくことで毛母細胞の活動を抑制し、髪の

成長サイクルを短縮させます。 

 その結果、髪が十分に成長する前に抜けてしまい、毛が細く、短くなっていく「ミニチュア

化」が進行します。これが、AGA 特有の進行メカニズムです。 

 

症状の始まり 

 田中は、典型的な AGA の進行パターンに自分の症状が当てはまることを知りました。
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額の生え際が後退する「M 字型脱毛」から始まり、頭頂部が薄くなる「O 字型脱毛」へと

進行するケース。そして、M 字型と O 字型が同時に進行する「複合型脱毛」。田中の場

合、M 字型脱毛が目立つ状態でした。 

 さらに、自分の家系を振り返ると、父親も祖父も同じようなパターンで薄毛が進行して

いたことを思い出しました。「やっぱり遺伝も関係しているのか……」と感じた田中は、自分

が AGA の進行を止められるのか不安になりました。 

 

髪と心への影響 

 田中は、薄毛が進行していることに気づいてから、次第に人前に出るのが億劫になって

いきました。職場でのプレゼンや取引先との商談では、自分の話よりも薄毛を見られてい

るのではないかという不安に駆られることもありました。鏡を見るたびに「もっと若々しく見え

たい」「自分に自信を持ちたい」と思う反面、薄毛が進行する現実に直面し、次第に気

持ちが沈んでいきました。 

 

薄毛改善の一歩を踏み出す 

 「AGA は進行性の症状であり、放置すれば薄毛が進む一方」と田中は AGA に関する

記事で目にしました。治療の選択肢には市販の育毛剤や薬、クリニックでの治療、そして
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自分の生活習慣を見直すことが挙げられていました。しかし、どの方法が自分に合ってい

るのかわからない。田中は悩み続けましたが、「このままではいけない」という思いが彼を動

かしました。 

 AGA の進行メカニズムを理解した田中は、薄毛改善に向けて具体的な行動を起こす

決意をします。まずは頭皮環境を整えるための情報を集め、効果が期待できる治療法を

見つけることが目標でした。 

 

次のステップ 

 AGA の基礎知識を得た田中は、「頭皮の健康状態と体全体の健康がどのように髪に

影響するのか」をさらに深く知る必要があると考えます。次のセクションでは、頭皮と体全

体のつながりについて詳しく掘り下げていきます。 

 

 

1-2.頭皮の状態と体の健康の関係 

 

髪が語る体のサイン 

 田中健一は、薄毛の悩みを抱えつつも、これまで「頭皮」と「体全体の健康」がどう関係
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しているのかについて深く考えたことはありませんでした。彼はある日、専門家の竹口先生

とのカウンセリング中に「頭皮環境だけでなく、体全体の健康も薄毛に影響するんですよ」

という言葉を聞き、驚きました。 

 「髪の健康が体全体の状態を反映しているなんて、思いもしなかったです」と田中がつぶ

やくと、竹口先生は微笑みながら、「頭皮は、体の中で起きていることを映し出す鏡なん

です」と説明を始めました。 

 

血流と頭皮の関係 

 竹口先生がまず話したのは「血流」の重要性でした。頭皮の健康には、十分な栄養と

酸素が毛根に届くことが必要です。その供給源となるのが、頭皮に張り巡らされた毛細血

管です。しかし、長時間のデスクワークや運動不足、肩こりなどが原因で血行が悪くなると、

頭皮への栄養供給が滞り、毛根が弱体化してしまうのです。 

 「田中さん、例えば手足が冷えていることありませんか？」と先生が尋ねると、田中は「あ

ります。冬は特に冷えが辛いです」と答えます。竹口先生は、「それも血流不足のサインで

す。血行不良は頭皮だけでなく、全身の健康に影響を与えます」と続けました。 

 

ストレスと自律神経の影響 
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 次に竹口先生が取り上げたのは、ストレスと自律神経の関係でした。田中は営業職の

プレッシャーが大きく、日々ストレスを感じる生活を送っていました。「ストレスは、自律神

経を乱し、血管を収縮させてしまいます。その結果、頭皮への血流が悪化し、薄毛を進

行させる要因になるのです」と竹口先生は説明しました。 

 さらに、田中の生活リズムについても話題が及びます。「最近、夜更かしや寝不足が続

いているんじゃないですか？」と先生が尋ねると、田中は苦笑いを浮かべて「確かに、仕事

が忙しくて睡眠時間が短くなりがちです」と答えました。竹口先生は、睡眠が髪の成長に

欠かせない成長ホルモンの分泌に大きく関係していることを指摘し、改善の必要性を伝え

ました。 

 

食事と栄養の影響 

 竹口先生はさらに、食生活の影響についても語りました。「髪はケラチンというタンパク質

でできていますが、これを作るためにはタンパク質やビタミン、ミネラルが必要です。田中さん、

食事のバランスはどうですか？」 

 田中は少し困った顔をして、「外食が多くて、好きなものばかり食べている気がします」と

答えました。先生は、特に鉄分や亜鉛、ビタミン B 群などの栄養素が不足すると、髪の健

康に影響を与えると説明し、バランスの取れた食事を心掛けるようアドバイスしました。 
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頭皮と体のつながりを知る 

 カウンセリングを終えた田中は、自分の生活習慣が頭皮環境に大きな影響を与えてい

ることに気づきました。肩こりや冷え性、不規則な睡眠、栄養バランスの偏り——これらは

すべて、頭皮環境を悪化させ、髪の成長を妨げる要因だったのです。 

 「体を整えれば、頭皮も整い、髪も健康になる」という竹口先生の言葉が、田中の心に

残りました。彼は、生活習慣を見直し、髪と体の健康を取り戻す第一歩を踏み出すこと

を決意しました。 

 

次のステップ 

 田中が知ったように、頭皮と体全体の健康は密接につながっています。しかし、従来の

AGA 治療には限界もあります。次のセクションでは、AGA 治療の現状と課題について詳

しく掘り下げ、田中が新しい治療法に目を向けるまでの過程を描きます。 

 

 

1-3.AGA治療の現状と限界 

 

田中の AGA 治療リサーチ 
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 カウンセリングを受けた田中健一は、「AGA は進行性の症状であり、早めの対応が重

要」という竹口先生の言葉を胸に、自分に合った治療法を探し始めました。インターネット

で AGA 治療の情報を調べるうちに、さまざまな選択肢があることを知ります。しかし、その

多さに逆に迷いが生じるのでした。 

 

選択肢の多さに困惑する 

 「薬が効果的と言われているけれど、副作用があるかもしれない。植毛は効果が持続す

るけど、費用が高いし手術が怖い。市販の育毛剤は気軽に使えるけど、あまり効かないと

いう話も聞くし……」田中は、AGA 治療の情報を読み込むうちに、どの治療法にも一長

一短があることに気づきました。 

 「本当に自分に合う治療法はどれなんだろう？」という疑問が、田中の中で膨らんでいき

ます。 

 

薬物治療のメリットと限界 

 田中が最初に検討したのは、フィナステリドやミノキシジルといった薬物治療です。これら

の薬は、AGA の進行を遅らせ、髪の成長を促進する効果が科学的に証明されています。 

 「フィナステリドは DHT を抑えるから、薄毛の進行を止められるらしい。でも、副作用が
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あるっていう話もあるんだよな……」田中は、ネット上で薬を使った人々のレビューを読み

ました。「性欲が減退した」「続けるのが不安」というコメントに触れるたび、不安が募ります。 

 一方で、ミノキシジルは「抜け毛が減った」「新しい髪が生えてきた」というポジティブなレビ

ューもありましたが、使用をやめると効果がなくなるという話にためらいを感じました。 

 

植毛・増毛の現実 

 次に田中が目を向けたのは、植毛や増毛といった外科的な治療法です。自毛植毛は、

自分の髪を薄い部分に移植することで自然な仕上がりを実現します。しかし、その高額

な費用と手術への恐怖が田中の心を躊躇させました。 

 「手術で確実に髪を増やせるけど、費用は 100 万円以上かかる場合もあるのか……。

それに、術後の回復期間や痛みもあるらしい。自分にはちょっとハードルが高いかな」と田

中は思いました。 

 

市販の育毛剤とサプリメント 

 手軽に始められる市販の育毛剤やサプリメントも田中の選択肢の一つでした。「とりあえ

ずドラッグストアで買えるものから始めてみようかな」と試してみるものの、効果が実感でき

るまでには時間がかかります。 
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 「使いやすいけど、劇的な変化を求めるのは無理そうだな……」と感じ、田中はより根本

的な解決策を探したいという思いを強くしました。 

 

治療の課題に直面する 

 田中は、自分が調べた治療法のどれもが完全な解決策ではないことに気づきました。そ

れぞれの治療法に限界があり、費用、副作用、持続性など、さまざまな問題があるので

す。 

• 副作用への不安: 薬物治療にはリスクが伴うこと。 

• 経済的負担: 植毛や増毛は高額で、継続的な支出が必要。 

• 効果の限界: 市販の育毛剤やサプリメントでは、大きな変化を期待しにくい。 

 「治療法があるのは分かったけど、どれも自分にピッタリではない。薄毛を改善するにはも

っと安全で、体全体にいい方法はないのかな……？」田中は再び行き詰まりを感じました。 

 

新たな光: 科学と鍼灸の融合 

 そんな田中が竹口先生との再相談で知ったのが、再生医療と鍼灸を融合した治療法

でした。「髪を生やすだけではなく、体全体を整えながら改善する方法です」と先生が語る

その内容は、田中が抱えていた不安を一つひとつ取り除くものでした。 
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 「副作用が心配なら、薬に頼らず再生医療と鍼灸で自然治療を目指すのもいいです

ね。体を整えれば、頭皮も健康になり、薄毛の進行を抑えることができます」と先生の言

葉に、田中は新たな希望を感じました。 

 

次のステップ 

 AGA 治療の現状と課題に直面した田中は、科学的根拠に基づいた再生医療と鍼灸

を試してみる決意をします。次の章では、田中が体験する治療プロセスの詳細と、その効

果について掘り下げていきます。 

 

 

第 2章: 再生医療と鍼灸の力

 

2-1.成長因子の科学的基礎 

 

新たな治療法との出会い 

 田中健一は、竹口先生の説明を受けるため、再び鍼灸院を訪れていました。これまで

聞いたことのない「成長因子」という言葉に興味を抱きつつも、それがどのように作用する

のかはまだ理解していませんでした。「成長因子って何ですか？どうやって髪に効くんでしょ
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うか？」と田中が尋ねると、竹口先生は一枚の資料を見せながら語り始めました。 

 

成長因子の正体 

 竹口先生は、成長因子についてこう説明しました。「成長因子というのは、細胞の成長

や再生を促すタンパク質の一種です。人間の体内で自然に生成されるもので、組織の修

復や細胞の分裂をサポートする役割を果たしています。特に髪にとって重要なのは、毛包

という髪の成長の拠点を活性化することなんです。」 

 田中は資料に目を落としながら、「毛包が活性化されると、髪が生えてくるってことです

か？」と尋ねました。竹口先生はうなずきながら、「その通りです。ただし、髪が生えるには

時間がかかります。でも、成長因子を直接毛包に届けることで、その再生を加速させるこ

とが期待できるんです」と答えました。 

 

毛包再生のメカニズム 

 田中が次に気になったのは、成長因子が具体的にどのように作用するのかという点でし

た。竹口先生は、毛包の細胞が活性化する仕組みについて次のように説明しました。 

• 毛母細胞の活性化: 

 成長因子が毛包内にある毛母細胞に働きかけることで、細胞分裂が促進され
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ます。これにより、新しい髪の成長が始まります。 

• 血流の改善: 

 成長因子は、頭皮の血管新生を助け、血流を改善する効果もあります。これ

により、髪に必要な栄養と酸素が毛根に届きやすくなります。 

• 休止期の短縮: 

 毛周期における休止期を短縮し、成長期への移行を促進します。これにより、

抜け毛が減り、髪の密度が高まることが期待されます。 

 

治療法の選択肢 

 田中は成長因子をどのように頭皮に届けるのかが気になりました。「それって、注射とか

するんですか？」と田中が聞くと、竹口先生は「必ずしも注射だけではありません。さまざま

な方法があります」と答え、いくつかの選択肢を示しました。 

1. ダーマローラーによる導入: 

 細かい針で頭皮を刺激しながら成長因子を浸透させる方法。頭皮への刺激が

血流を促進し、浸透率を高めます。 

2. エアー噴霧導入: 

 針を使わず、エアーの力で成長因子を毛包まで届ける方法。痛みが少なく、敏
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感肌の人にも適しています。 

3. エレクトロポレーション: 

 医療機器を用いて成長因子を頭皮深くまで届ける非侵襲的な手法。高い浸

透力が特徴です。 

 「どの方法も髪に良い影響を与えますが、患者さんの頭皮の状態やライフスタイルに合

わせて選ぶことが大切です」と竹口先生は続けました。 

 

科学的根拠への信頼 

 田中は、成長因子の具体的な作用メカニズムを聞いて、少しずつその効果に信頼を寄

せるようになりました。しかし、同時に疑問も浮かびました。「本当に科学的に証明されて

いるんでしょうか？」 

 竹口先生は、「成長因子の効果は、多くの研究で実証されています」と説明しました。

例えば、幹細胞由来の成長因子が毛包の再生を促進するという研究結果や、再生医

療の分野で広く使われている事例などを挙げて、田中の疑念を払拭しました。 

 

一歩を踏み出す決意 

 成長因子の科学的基礎を理解した田中は、治療を試してみる決意を固めました。「こ
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れは、髪を取り戻すだけでなく、体全体の健康も整えるきっかけになるかもしれない」と感

じたからです。竹口先生のアプローチは、髪だけでなく心身のバランスを重視したもので、

田中にとって安心感を与えるものでした。 

 

次のステップ 

 成長因子の力を信じた田中は、再生医療だけでなく、鍼灸治療を組み合わせた独自

のアプローチに挑戦することを決めました。次のセクションでは、鍼灸がどのように髪と体を

整えるのか、その具体的なメカニズムを掘り下げていきます。 

 

 

2-2.鍼灸が体全体を整える理由 

 

新たな視点との出会い 

 成長因子治療を始める決意をした田中健一は、竹口先生から「成長因子と鍼灸を併

用することで、より高い効果が期待できます」という提案を受けました。鍼灸と聞いて、田

中は少し驚きました。「薄毛に鍼灸が効くなんて、正直イメージが湧きません。でも興味は

あります」と率直に伝えると、竹口先生は穏やかに微笑みながら、鍼灸の持つ力について
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話し始めました。 

 

髪は体全体の健康を映す鏡 

 竹口先生は、鍼灸が薄毛に効果を発揮する理由を、東洋医学の視点から説明しまし

た。「東洋医学では、髪の健康は体全体のバランスに依存していると考えます。髪は『血

の余り』と言われ、体内の血流が滞ったり、不足したりすると、髪に必要な栄養が行き届

かなくなります。また、ストレスや疲労が自律神経を乱し、それが頭皮の健康に影響を及

ぼすこともあります。」 

 田中は、「なるほど、髪の問題は頭皮だけじゃなく、全身の問題でもあるんですね」と納

得し始めました。竹口先生はさらに、「鍼灸は血流を改善し、自律神経を整え、体全体

を健康にする治療法なんです」と続けます。 

 

鍼灸が血流を改善する理由 

 田中が特に興味を持ったのは、鍼灸が血流を改善するメカニズムでした。「血流って、そ

んなに大事なんですか？」と尋ねる田中に、竹口先生はこう答えました。 

 「血流は髪にとって生命線とも言えるものです。血液は、酸素や栄養を全身に運ぶ役

割を持っていますが、ストレスや運動不足、冷えなどで血流が滞ると、頭皮に必要な栄養
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が届かなくなります。鍼灸は、経絡（けいらく）と呼ばれる体内のエネルギーの通り道を

整えることで、全身の血流を改善するんです。」 

 田中は「なるほど、それで頭皮への栄養が行き渡るようになるんですね」と納得しました。 

 

自律神経を整える鍼灸の力 

 田中が次に驚いたのは、鍼灸がストレスによる自律神経の乱れにも効果を発揮すると

いう点でした。「ストレスが髪に悪影響を与えるって話は聞いたことがあります。でも、それを

鍼灸で改善できるんですか？」 

 竹口先生はうなずきながら、「鍼灸は、自律神経を整える力があります。特に、交感神

経と副交感神経のバランスを調整し、リラックスした状態を作り出します。それによって、ス

トレスが軽減され、血流やホルモンバランスも整います」と説明しました。 

 「たとえば、ストレスで緊張している肩や首の筋肉を緩めると、頭皮への血流が改善され

ます。また、自律神経が整うことで、睡眠の質も向上し、成長ホルモンの分泌が促される

んですよ。」 

 

実際の体験で感じる変化 

 竹口先生の説明に納得した田中は、鍼灸治療を試してみることにしました。初めての
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治療では、背中や首、頭皮に鍼を打たれた際に、少し緊張しながらもリラックスしていく自

分に気づきました。治療を終えた後、田中は「体がポカポカと温かくなった感じがします。そ

れに、肩のこりが軽くなった気がします」と実感を口にしました。 

 竹口先生は、「これは血流が良くなった証拠です。続けることで、髪や頭皮にも良い影

響が出てきます」と微笑みながら話しました。 

 

髪だけでなく心と体も整える 

 田中は治療を重ねるうちに、髪の問題だけでなく、自分の体調全体が改善していくのを

感じ始めました。「薄毛を改善するために始めた治療が、こんなにも体全体に良い影響を

与えるなんて思いもしなかった」と田中は感慨深く語ります。 

 

次のステップ 

 鍼灸治療の効果を実感し始めた田中は、成長因子と鍼灸の組み合わせがどのように

効果を最大化するのかに興味を持ちます。次のセクションでは、「成長因子と鍼灸を融合

した治療アプローチ」について詳しく掘り下げていきます。 
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2-3. 科学と伝統療法の融合による効果 

 

新たな治療の可能性に気づく 

 鍼灸と成長因子治療を併用することに興味を抱いた田中健一は、竹口先生からさら

なる説明を受けることにしました。「科学と伝統療法を組み合わせることで、単独の治療

では得られない相乗効果を引き出せるんです」と先生は語ります。田中はその言葉に引

き込まれながら、次の話に耳を傾けました。 

 

科学の力: 成長因子の作用 

 竹口先生はまず、科学的治療の中核である成長因子の効果について話し始めました。

「成長因子は、毛包の細胞を活性化させ、新しい髪の成長を促すものです。成長因子

を頭皮に浸透させることで、休止期にある毛包を成長期へと移行させることができます。」 

 田中はこれまで学んだ内容を思い出しながら、「確かに、成長因子は毛根を直接活性

化する力があるんですね。でも、それと鍼灸を組み合わせるとどうなるんですか？」と質問

しました。 

 

伝統療法の力: 鍼灸の役割 
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 「鍼灸は、体全体のバランスを整える役割を持っています」と竹口先生は説明します。

「髪を育てるためには、頭皮だけでなく、血流やホルモンバランス、自律神経など、体全体

を調整する必要があります。鍼灸はそれを可能にする治療法です。」 

 鍼灸で頭皮の血流を改善し、成長因子を効率よく毛包に届けられる状態を作る。さら

に、鍼灸が自律神経を整えることで、治療全体の効果が最大化されると先生は語りまし

た。「髪は体の一部ですから、全身の健康を整えることで、髪も元気になります」と言う先

生の言葉に、田中は大きくうなずきました。 

 

融合による相乗効果 

 竹口先生は、科学と鍼灸の融合による相乗効果を具体的に説明しました。 

1. 血流促進: 

 鍼灸で血流を改善することで、成長因子が毛根に届きやすくなります。頭皮の

毛細血管が活性化し、栄養と酸素がしっかり供給される環境が整います。 

2. 細胞活性化: 

 成長因子が毛包内の細胞を活性化する一方、鍼灸が全身の気血の流れを

整え、細胞の働きをさらに促進します。 

3. ストレス緩和: 
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 鍼灸が自律神経を整え、ストレスを軽減することで、ホルモンバランスが改善さ

れ、薄毛の進行を抑える効果が期待できます。 

4. 体内からの再生力: 

 鍼灸は体の自然治癒力を引き出すため、科学的治療のサポートとして最適で

す。治療効果を長く維持できる土台を作ります。 

 

患者の声: 治療の手応え 

 田中は、成長因子と鍼灸の融合治療を開始してから 3 か月が経過しました。頭皮の

状態が改善し、以前よりも柔らかくなっているのを感じたといいます。「髪が増えたかどうか

はまだわかりませんが、頭皮の健康が整っている気がします。全身の調子も良くなってきて、

疲れにくくなりました」と語る田中は、治療の効果に希望を抱いていました。 

 

科学と伝統の最適なバランス 

 竹口先生は、治療の過程で田中にこう伝えました。「科学の力でピンポイントに髪の成

長を促しつつ、鍼灸で全身のバランスを整える。この 2 つを組み合わせることで、短期的

な効果と長期的な健康の両方を実現できるんです。」 

 田中はその言葉に深く共感し、「髪だけでなく体全体を考えた治療なんですね。それな
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ら無理なく続けられそうです」と笑顔を見せました。 

 

次のステップ 

 科学と伝統療法の力を実感した田中は、治療を継続しながら、さらに日常生活の改

善にも取り組むことを決意します。次の章では、具体的な治療プロセスとその効果につい

て詳しく解説していきます。 

 

 

第 3章:具体的な治療プロセスとその効果 

 

3-1. 初回カウンセリングと頭皮診断 

 

緊張の中で迎えた初日 

 田中健一は、成長因子と鍼灸を組み合わせた治療を開始するため、鍼灸院の扉を再

びくぐりました。これが、薄毛改善への第一歩になると信じていたものの、期待と不安が入

り混じった気持ちで胸がいっぱいでした。 

 受付を済ませて待合室に通されると、穏やかな音楽とアロマの香りが漂う空間が広がっ
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ていました。緊張している田中を見て、竹口先生が笑顔で声をかけます。「田中さん、今

日は初回カウンセリングと頭皮診断を行いますね。まずはリラックスして、普段の生活につ

いて教えてください。」 

 

丁寧なカウンセリング 

 カウンセリングルームで、竹口先生は田中に日常生活についての質問を丁寧に投げか

けていきました。「最近、睡眠の質はどうですか？」「食事はバランスよく摂れていますか？」

「運動やストレス解消の習慣はありますか？」 

 田中は正直に答えます。「睡眠は毎晩 5〜6 時間くらいです。仕事が忙しいので外食

が多く、運動する時間はほとんどありません。ストレスは、営業職なので日々のプレッシャー

が大きいです。」 

 竹口先生はうなずきながら、「なるほど。それが頭皮環境に影響を与えている可能性が

高いですね。髪の悩みは、生活習慣や体全体の健康と密接に関係しています。田中さ

んの場合、ストレス管理と食事の改善もポイントになりそうです」とアドバイスしました。 

 

頭皮診断の始まり 

 カウンセリングを終えた田中は、頭皮診断のために施術ベットに案内されました。竹口先
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生が取り出したのは、頭皮の状態を詳しく見るためのスコープです。「このスコープで毛穴

の状態や頭皮の色、髪の太さなどを確認してみましょう」と説明され、田中は少しドキドキ

しながら診断を受けました。 

 スコープを通してモニターに映し出された田中の頭皮を見ながら、竹口先生が語ります。

「ここを見てください。毛穴に皮脂がありますが、これは正常な範囲ですね。皮脂は頭皮を

守るために必要なものですが、過剰に分泌されると炎症やフケの原因になることもあります。

一方で、育毛サロンなどでは皮脂を必要以上に悪者にする場合がありますが、過剰に取

りすぎると逆に皮脂の分泌が増えてしまうので注意が必要です。」 

 さらに、竹口先生は田中の頭皮の状態について具体的に説明を続けました。「頭皮の

色は、健康な状態だと薄い肌色に見えますが、田中さんの頭皮は少し青白い感じです。

これは血流が滞っている可能性を示しています。また、毛穴の状態も見てください。この毛

穴からは 1 本しか髪が出ていないですが、健康な毛穴からは 2〜3 本の髪が生えること

が一般的です。」 

 田中はモニターを見つめながら、「自分の頭皮がこんなふうになっているとは思いませんで

した」と驚きを隠せませんでした。 

 

髪の太さと毛穴の密度をチェック 
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 続いて、竹口先生は髪の太さと毛穴の密度について説明しました。「この部分の髪の毛

を見てください。太い髪と細い髪が混在していますね。これは毛周期が乱れている可能性

を示しています。また、毛穴の密度も少し減っているので、これを改善していきましょう。」 

 田中は、「自分の髪がそんなに細くなっていたんですね……」とつぶやき、治療への決意

を新たにしました。 

 

自律神経の測定 

 次に、田中の自律神経の状態を測定するための機器「TAS9VIEW」を使った診断が

行われました。「自律神経のバランスは、髪の健康にも大きく影響します。これで田中さん

の交感神経と副交感神経の働きをチェックしてみましょう」と竹口先生。 

 結果を見た竹口先生は、「交感神経が少し過剰に働いていますね。これはストレスの

影響が強いことを示しています。これを整えることで、頭皮環境が改善しやすくなります」と

説明しました。 

 

治療プランの提案 

 頭皮診断と自律神経測定が終わると、竹口先生は田中に治療プランを提案しました。

「田中さんの場合、まずは頭皮の血流改善を目指します。成長因子を用いた治療で毛
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包を活性化させながら、鍼灸で自律神経を整え、体全体のバランスを回復させましょう。」 

 田中はプランを聞き、「科学的な根拠と全身の健康を考えたアプローチが信頼できます。

これなら安心して治療を続けられそうです」と前向きな気持ちを抱きました。 

 

期待と希望を胸に 

 帰り道、田中は初回のカウンセリングと診断で自分の頭皮や体の状態を知ることができ

たことに満足感を覚えていました。「これから始まる治療で、髪だけでなく自分自身も変わ

っていけるかもしれない」と希望を胸に、自分の未来を思い描きました。 

 

次のステップ 

 次回の治療では、具体的な施術プロセスが開始されます。鍼灸と成長因子の組み合

わせ治療が、田中の頭皮と体にどのような変化をもたらすのか。その詳細について、次の

セクションでお伝えします。 

 

 

3-2. 低出力レーザーと成長因子治療の詳細 
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成長因子治療から始まるプロセス 

 田中健一は、頭皮診断とカウンセリングを経て、いよいよ本格的な治療に進む日を迎

えました。竹口先生は、最初のステップとして成長因子治療を提案しました。「成長因子

は、毛包の細胞を活性化させるタンパク質です。この治療は髪の成長基盤を整えるため

の重要なプロセスです」と説明します。 

 田中が「どのように頭皮に浸透させるんですか？」と尋ねると、竹口先生は次の 3 つの

方法を紹介しました。 

1. ダーマローラー: 頭皮を微細な針で刺激しながら成長因子を浸透させる方法。

血流促進効果も期待できます。 

2. エアー噴霧: 針を使わず、エアーの力で成長因子を毛包の深部に届ける方法。

敏感肌の方にも最適です。 

3. エレクトロポレーション: 医療機器を使用して、電気の力で成長因子を頭皮奥

深くに届ける非侵襲的な手法。痛みがないのが特徴です。 

 田中は「痛みがなくて安心ですね。これなら続けられそうです」と興味津々で答えました。 

 

成長因子治療の次に行われる低出力レーザー 

 成長因子を頭皮に浸透させた後に行われるのが、低出力レーザー治療です。竹口先
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生は「低出力レーザーは、成長因子を浸透させた後に頭皮をさらに活性化させるために

用います。毛包を刺激して髪の成長を加速させる重要な役割を果たします」と説明しま

した。 

 さらに、竹口先生は低出力レーザーの特徴について詳しく語りました。「低出力レーザー

は、日本皮膚科学会でミノキシジルと同程度の効果があると認められている機器です。ミ

ノキシジルと異なり、副作用の心配がありません。たとえば、動悸や多毛といった問題がな

く、安全に育毛効果を得られるのが大きな魅力です。」 

 

治療院での使用方法 

 田中は、治療院で実際に使用されるプロ用の低出力レーザーに興味を持ちました。

「治療院ではどのように使うんですか？」と尋ねると、竹口先生はキャップ型のレーザー装

置を取り出して見せてくれました。 

 「当院では、成長因子治療の後にこのキャップ型レーザーを使用します。施術後に治療

計画をお話しする時間に、頭皮をしっかり照射していただきます。これにより施術効果がさ

らに高まるんです。また、この装置は自毛植毛後のセルフケアとしてもよく使われており、髪

の成長を促す効果があります。」 

 田中は装置を手に取りながら、「自分でもこれを購入して家で使えば、治療効果をより
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高められるんですね」と感心した様子で答えました。 

 

自宅でのセルフケアの提案 

 竹口先生は、自宅での低出力レーザー使用についても説明しました。「このレーザーは

自宅で簡単に使用できるように設計されています。毎日または 2 日に 1 回、6〜15 分

程度使うだけで、頭皮の血流を改善し、毛包を活性化する効果が期待できます。」 

 田中は、「それなら仕事が忙しい自分でも無理なく続けられそうですね」と自宅での使用

を前向きに捉えました。 

 

治療の実感と未来への希望 

 治療を終えた田中は、頭皮がじんわり温かく感じられるのを実感しました。「頭皮が柔ら

かくなった気がします。治療が進むたびに、髪が生えてくる自信が湧いてきます」と期待に

満ちた表情を浮かべます。 

 竹口先生は「低出力レーザーと成長因子治療の組み合わせは、髪の成長に必要な環

境を整えるための最良のアプローチです。継続することで、薄毛改善の効果を実感できる

はずです」と力強く語りました。 
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次のステップ 

 低出力レーザーと成長因子の治療を実感した田中は、次回の治療に向けてさらなる

希望を持ちました。次のセクションでは、鍼灸を取り入れた治療プロセスについて詳しく解

説していきます。 

 

 

3-3. 鍼灸治療がもたらす全身の変化 

 

鍼灸治療が始まる日 

 田中健一は、低出力レーザーと成長因子治療を数回受けた後、いよいよ鍼灸治療を

体験する日を迎えました。竹口先生は、田中を施術室に招き入れ、「今日は鍼灸の力

で頭皮だけでなく、体全体のバランスを整えていきます」と説明しました。 

 田中は少し緊張した面持ちで、「鍼って痛くないんですか？」と尋ねました。竹口先生は

微笑みながら、「大丈夫ですよ。鍼の刺激は非常に繊細で、ほとんどの方がリラックスでき

ます。むしろ心地よさを感じる人が多いんです」と安心させます。 

 

全身へのアプローチ 
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 鍼灸治療は、髪の悩みを解決するだけでなく、全身の健康を整えることを目的としてい

ます。田中が施術ベットに横たわると、竹口先生は「髪の健康は体全体の状態と密接に

関係しています。特に自律神経や血流、腎の働きが重要です」と説明しました。 

 まず、頭皮に関連するツボとして「百会（ひゃくえ）」と「風池（ふうち）」に鍼が施され

ました。「これらのツボは、頭部の血流を促進し、毛包に必要な栄養を運ぶ役割を果たし

ます」と竹口先生。田中は「なんだかじんわり温かくなってきました」と、鍼の効果を感じ始

めます。 

 次に、全身のバランスを整えるためのツボに鍼が打たれました。「腎兪（じんゆ）」と「三

陰交（さんいんこう）」に施術することで、腎の働きをサポートし、体の水分代謝やエネル

ギーの巡りを改善します。「腎は髪の生命力を司るとされているため、特に男性の薄毛改

善において重要な役割を果たします」と竹口先生は続けました。 

 

リラックスと変化の実感 

 鍼がすべて施されると、田中は心地よさに包まれていました。「こんなにリラックスできるも

のなんですね。体が軽くなった感じがします」と驚きを隠せません。竹口先生は、「鍼灸は

単なる治療法ではなく、体全体のエネルギーバランスを整える手段なんです。ストレスで

緊張していた交感神経が和らぎ、副交感神経が優位になることで、リラックス効果を感じ

やすくなります」と説明しました。 
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 さらに、鍼灸は血流を促進するだけでなく、ホルモンバランスを整える働きもあります。

「田中さんのようにストレスが多い方の場合、自律神経が整うことで睡眠の質が向上し、

結果的に髪の成長をサポートします」と竹口先生が補足すると、田中は深くうなずきまし

た。 

 

数回の治療を経て訪れた変化 

 数週間が経ち、田中は鍼灸治療を受けるたびに全身の変化を感じ始めました。「最近、

肩こりが軽くなってきた気がします。それに、夜もぐっすり眠れるようになりました」と田中は

笑顔で語ります。 

 竹口先生は、「それは血流が良くなり、体のエネルギーがスムーズに巡るようになった証

拠です。髪の健康はもちろん、全身の健康も改善されているんですよ」と説明しました。 

 

全身治療の重要性 

 田中は、この治療が髪の悩みを超えて、自分の体全体に良い影響を与えていることを

実感しました。「鍼灸がここまで全身に効くとは思っていませんでした。髪のことだけでなく、

健康そのものが良くなっている気がします」と、治療の意義を深く理解します。 

 竹口先生は最後にこう語りました。「髪の健康は、体全体の調和があってこそ実現しま
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す。鍼灸治療で体を整えることで、髪も心も健康を取り戻していきましょう。」 

 

次のステップ 

 田中健一が治療を通じて体と心に変化を感じ始めた中で、さらなる成果を上げるため

の鍵となるのが、日常生活の改善です。第 4 章では、髪の健康を支えるために日常生

活でどのような工夫が必要なのか、具体的な方法を紹介していきます。 

 

 

第 4章: 日常生活の改善が鍵 

 

4-1. 頭皮マッサージの具体的な方法 

 

田中の日常生活の見直し 

 治療を始めて数週間、田中健一は鍼灸治療と低出力レーザーの効果を感じ始めてい

ました。しかし、竹口先生から「治療の効果をさらに高めるためには、自宅でのケアが重要

です」と言われ、日常生活に取り入れる具体的なケアについて話を聞くことにしました。 

 その日、田中は鍼灸院のリラクゼーションルームで竹口先生から直接、頭皮マッサージ
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の方法を教わることになりました。「頭皮マッサージは血流を促進し、毛包に必要な栄養

を届ける手助けをします。田中さんのように忙しい人でも、1 日 5 分あれば十分取り組め

ますよ」と竹口先生。 

 

頭皮マッサージの基本ステップ 

 まず、竹口先生は手本を見せながら、田中に次のように説明しました。 

1. 指の腹を使うことが基本 

「爪を立ててしまうと頭皮を傷つけるので、必ず指の腹を使って優しく行いましょう。」

田中は「なるほど、確かに頭皮をケアするのに爪はダメですね」とうなずきます。 

2. 頭皮全体をほぐす 

竹口先生は、田中の頭皮に軽く触れながら、「まずは額の生え際から頭頂部に

向かって、円を描くようにマッサージします。次に、側頭部や後頭部も同じようにほ

ぐしていきます。全体を満遍なくケアするのがポイントです」と説明しました。 

3. 特に大事なツボを押す 

続いて、竹口先生は「百会（ひゃくえ）」と呼ばれるツボを押しながら、「ここは頭

皮の血流を促進する大切なツボです。3 秒ほど押してゆっくり離すことを繰り返し

ます」と話しました。また、「風池（ふうち）」というツボにも触れ、「ここを刺激する
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ことで、頭の緊張がほぐれてリラックス効果も得られます」と教えました。 

 

実際にやってみる 

 田中は、自分でマッサージを始めてみました。「指の腹を使って優しく、円を描くように

……ですね」とつぶやきながら試すと、「思ったよりも簡単ですね。でも、こうして頭皮に意

識を向けるのは新鮮です」と感想を述べました。 

 竹口先生は、「最初は慣れないかもしれませんが、毎日続けることで効果を感じられる

はずです。たとえば、シャワー後やリラックスしたい夜に取り入れるのがオススメです」とアドバ

イスしました。 

 

田中の変化 

 田中は頭皮マッサージを日常の習慣に取り入れるようになりました。「朝の準備前に短

時間でもマッサージをすると、頭がスッキリして仕事も集中できるようになった気がします。

夜はリラックスしながら行うと、眠りにつきやすくなりました」と、その効果を実感しました。 

 また、頭皮マッサージを続けることで、髪の根元が少しずつ立ち上がり、髪全体にボリュ

ーム感が出てきたことにも気づきました。「これまで自分で頭皮をケアするなんて考えたこと

もなかったですが、やってみるとこんなに効果があるんですね」と田中は喜びを語りました。 
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日常ケアの重要性 

 竹口先生は、「頭皮マッサージは、治療院での施術と並行して行うことで効果を最大

化します。髪の成長環境を整えるだけでなく、ストレス解消やリラックスにも役立ちます。ぜ

ひ、これを田中さんの日常生活の一部として続けてください」と強調しました。 

 

次のステップ 

 頭皮マッサージを取り入れ、田中は日々のケアの大切さを実感しました。次のセクション

では、髪の健康を支えるための栄養と食事について詳しく掘り下げます。食事の工夫で、

内側から髪と体を整える方法を紹介します。 

 

 

4-2. 薄毛改善を支える食事と栄養 

 

田中の悩み：食生活の乱れ 

 「田中さん、最近の食生活はどうですか？」ある日の治療後、竹口先生が尋ねました。

田中健一は少し困った顔をして答えます。「正直言って、コンビニのお弁当や外食ばかり
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です。仕事が忙しくて、食事のバランスを考える余裕がなくて……。」 

 竹口先生はうなずきながら、「髪の健康には、栄養が大切です。髪はケラチンというタン

パク質でできているので、食事から適切な栄養素を摂取することが不可欠です」と話し始

めました。 

 

髪に必要な栄養素とは？ 

 竹口先生は、髪の健康を支える具体的な栄養素を説明しました。 

1. タンパク質 

「髪の主成分であるケラチンを作るには、十分なタンパク質が必要です。肉や魚、

大豆製品を意識して摂りましょう。」 

2. ビタミン B 群 

「ビタミン B 群は、頭皮の血流を改善し、髪の成長を助けます。特に納豆や卵、

ほうれん草などがおすすめです。」 

3. 鉄分 

「鉄分が不足すると、頭皮や毛包に十分な酸素が供給されません。レバーやほう

れん草、貝類を取り入れると良いですね。」 

4. 亜鉛 
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「亜鉛はケラチンの生成をサポートします。牡蠣やナッツ類を摂ることで補えます。」 

5. オメガ 3 脂肪酸 

「血流を良くし、炎症を抑える効果があります。サバやサーモン、アボカドがおすす

めです。」 

 

田中の食事改善プラン 

 田中は竹口先生のアドバイスを受け、自分の食事を見直すことにしました。「コンビニで

も栄養を考えた選択はできますか？」と質問すると、竹口先生は「もちろんです」と笑顔で

答え、具体例を挙げました。 

• 朝食: 「白湯を飲んで体を温め、納豆ご飯や卵入りの味噌汁を加えると良いス

タートが切れます。」 

• 昼食: 「外食でも定食を選ぶときは、焼き魚や鶏肉、野菜がセットになったものが

おすすめです。」 

• 夕食: 「寝る 3 時間前には軽めに済ませましょう。サラダやスープを中心にすると

体に負担が少なくなります。」 

 

水分補給の重要性 
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 竹口先生は、水分補給の大切さにも触れました。「髪の健康には、水分補給も欠かせ

ません。1 日に 1.5〜2 リットルの水を目安に、少量ずつこまめに飲むことを心がけてくださ

い。」 

 田中は「それなら、仕事の合間に少しずつ飲む習慣をつければ良さそうですね」と納得し

た様子でした。 

 

実践と効果の実感 

 田中はさっそく新しい食生活をスタートさせました。朝は納豆や味噌汁を取り入れ、昼

は焼き魚定食、夜は軽めの食事を心がけました。水分補給も意識して行い、1 週間ほど

経った頃、体の変化を感じ始めます。 

 「なんだか体が軽くなった感じがします。それに、仕事中も集中力が続くようになりました。

髪のハリも少しずつ戻ってきた気がします」と田中は嬉しそうに報告しました。 

 

竹口先生からのメッセージ 

 竹口先生は、「髪の健康は体の健康そのものです。食事を見直すことで、髪だけでなく

体全体の調子も良くなります。無理なく続けられるプランを一緒に考えていきましょう」と田

中を励ましました。 
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次のステップ 

 日常生活での食事改善に取り組むことで、田中は薄毛改善のための一歩を着実に進

めています。次のセクションでは、ストレス管理と睡眠改善が髪と体にどのような影響を与

えるのか、具体的なテクニックを紹介します。 

 

 

4-3. ストレス管理と睡眠の重要性 

 

田中の新たな気づき 

 鍼灸治療と食事改善を取り入れた田中健一は、薄毛改善への道を確実に進んでいま

した。しかし、ある日竹口先生に「最近、睡眠の質はいかがですか？」と尋ねられ、思わず

「正直、寝付きが悪くて……。夜中に目が覚めることも多いです」と答えました。 

 竹口先生は穏やかにうなずきながら、「ストレスや睡眠不足は、自律神経を乱し、髪や

体に大きな影響を与えます。特に AGA を改善するには、良質な睡眠とストレス管理が

欠かせません」と話し始めました。 
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ストレスと髪の関係 

 田中は仕事のプレッシャーが多い日々を過ごしていました。「髪が抜け始めたのも、激務

が続いていた時期でした」と振り返ります。それを聞いた竹口先生は、「ストレスは自律神

経のバランスを崩し、血流を悪化させる原因となります。髪の毛に十分な栄養が届かず、

抜け毛が増えることもあるんです」と説明しました。 

 田中は驚きつつも納得し、「では、どうやってストレスを管理すれば良いのでしょう？」と質

問しました。 

 

ストレス管理の具体的な方法 

 竹口先生は、日常生活で簡単に取り入れられるストレス管理の方法をいくつか提案し

ました。 

1. 深呼吸法 

「1 日数回、深呼吸を意識してみてください。4 秒吸って、7 秒止めて、8 秒でゆ

っくり吐きます。このリズムが自律神経を整え、リラックス効果をもたらします。」 

2. 軽い運動 

「仕事の合間に 5 分だけストレッチをするのも効果的です。肩や首をほぐすだけで

血流が改善し、ストレスも軽減されます。」 



p. 52 

 

3. 趣味の時間を作る 

「好きな音楽を聴く、映画を見るなど、自分がリラックスできる時間を意識的に作

りましょう。」 

 田中は「これなら忙しい中でも取り入れられそうです」と、少し前向きになりました。 

 

良質な睡眠とは？ 

 竹口先生は、次に睡眠の重要性について説明を始めました。「以前は、睡眠中のゴー

ルデンタイムと呼ばれる夜 10 時から 2 時の間に熟睡していることが理想的とされていまし

た。しかし、それは昔の考え方です。現在では、睡眠の最初の 90 分が最も重要だとされ

ています。この間にどれだけ深く眠れるかが、睡眠の質を決定します。」 

 田中は驚きながら「最初の 90 分が大事なんですね！」と声を上げます。それを聞いた

竹口先生は、「この最初の 90 分が深く眠れると、睡眠の 80％の効果が得られると言わ

れています。そのため、就寝時間は 12 時を超えないように調整することが大切です」と続

けました。 

 

睡眠の質を高めるための習慣 

 竹口先生は、睡眠の質を高めるための具体的な方法を提案しました。 
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1. 寝る 1 時間前にスマートフォンを控える 

「ブルーライトは脳を刺激し、眠りを妨げる原因になります。代わりに、本を読むか

リラックスできる音楽を聴いてください。」 

2. 白湯を飲む 

「就寝前に白湯を飲むと、体が温まりリラックスしやすくなります。」 

3. 暗い環境を作る 

「部屋を暗くして、体が自然に眠りにつく環境を整えましょう。」 

 

田中の実践と変化 

 田中はさっそく提案された習慣を取り入れることにしました。夜 10 時半にはスマートフォ

ンを置き、白湯を飲みながら静かな音楽を聴いてリラックスする時間を作りました。また、

寝る前には深呼吸をして心を落ち着けるようにしました。 

 1週間後、田中は竹口先生に「最近、朝すっきり起きられるようになりました。夜中に目

が覚めることもなくなって、髪の成長を信じて続けられそうです」と報告しました。 

 

髪と体が整う喜び 

 竹口先生は田中の変化を喜びながら、「睡眠とストレス管理は、髪だけでなく心身全
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体に良い影響を与えます。この調子で続けていけば、薄毛改善の効果をさらに実感でき

るでしょう」と励ましました。 

 田中は、「最初は髪の悩みだけが目的でしたが、今では体全体が健康になってきている

のを感じます。本当に始めて良かったです」と感謝の気持ちを口にしました。 

 

次のステップ 

 ストレスと睡眠の改善に成功した田中は、さらに効果を高めるために日々の習慣を深め

ていきます。次のセクションでは、治療を通じて感じた成果と、自信を取り戻していくプロセ

スについて詳しくお伝えします。 

 

 

第 5章: 髪の改善が心と体に与える影響 

 

5-1. 治療を続けた先に見える変化 

 

変化を感じ始めた日々 

 田中健一は、鍼灸治療、低出力レーザー、成長因子治療、そして日常生活の改善を
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取り入れた生活を 3 か月間続けていました。毎週訪れる治療院での時間は、彼にとって

新しい自分を作るための希望の時間になっていました。 

 ある日、ふと鏡を見ると、田中は小さな変化に気づきました。「髪の根元がしっかりしてき

た気がする……。」以前はペタっとしていた髪が立ち上がり、全体のボリュームが増えた感

覚がありました。さらに、頭皮の透け感が目立たなくなり、分け目も自然になったように感

じます。「本当に変わってきたのかもしれない」と、田中は期待と不安が入り混じった気持

ちを抱きながら次の治療日を迎えました。 

 

竹口先生との確認 

 治療の日、田中は竹口先生に変化を感じていることを伝えました。「先生、最近髪の

立ち上がりが良くなってきた感じがします。それに、分け目が目立たなくなったんです。」 

 竹口先生は頷きながら、「それは良い兆候ですね。髪の毛はすぐに伸びるわけではあり

ませんが、治療が進むとまず頭皮の状態が改善されます。それが髪の立ち上がりやボリュ

ーム感に繋がるんです」と説明しました。 

 田中は「そうなんですね。でも、最初に使ったスコープでこの変化を確認することはできま

すか？」と尋ねました。竹口先生は「スコープは初回に使用しましたが、同じ場所を正確

に確認するのは難しいため、その後は使いません。効果を測るのには、毎回撮影する写
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真や、ご本人の感覚が最も信頼できる指標です」と答えました。 

 

写真と感覚での実感 

 田中は治療開始時に撮影した写真を改めて見返してみました。3 か月前の自分と比

べて、髪の密度が増し、全体の印象が大きく変わっていることに気づきました。「写真で見

るとこんなにも違うんですね。自分では少しずつの変化だから気づきにくいけれど、こうやっ

て見ると本当に嬉しいです」と感動を隠せませんでした。 

 竹口先生は、「こうして写真で確認すると、治療の成果をしっかり実感できますよね。ご

自身の感覚も重要な指標ですので、引き続き注意深く観察していきましょう」と励ましま

した。 

 

職場での変化 

 田中の変化は、職場でも少しずつ注目されるようになりました。いつも無表情で接して

いた後輩が、「田中さん、最近なんだか若々しくなりましたね」と軽く声をかけてきたのです。

田中は照れながらも、「実は髪のケアに本腰を入れ始めたんだ」と打ち明けました。 

 また、取引先の相手からも「田中さん、印象が明るくなりましたね」と言われることが増え、

彼の自信は日に日に回復していきました。「髪が増えただけで、こんなにも人の見る目が
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変わるのか……。」田中は改めて髪の重要性を実感しました。 

 

変化の実感と新たな習慣 

 治療開始から半年が経ち、田中はさらに目覚ましい変化を感じていました。髪の量が

明らかに増え、髪型を整える時間が楽しくなりました。「以前はどうやって薄毛を隠すかば

かり考えていたけれど、今はどんな髪型が似合うかを考えるようになりました。」田中の声に

は喜びが溢れていました。 

 竹口先生も「田中さんの努力が実を結びましたね。この調子でセルフケアを続けていけ

ば、さらに良い結果が期待できます」と励ましました。 

 

髪だけではない変化 

 髪が戻り始めたことで、田中は髪以外の部分でもポジティブな変化を感じ始めました。

以前は肩こりや疲労感に悩まされていましたが、それらが軽減され、毎日が活力に満ちて

いました。「髪が元気になったのはもちろんだけど、体全体が軽くなった気がします。ストレス

が減ったからでしょうか」と田中は語ります。 

 

自分を取り戻す一歩 
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 ある休日、田中は久しぶりに地元の友人たちと会う機会を作りました。久しぶりに会う彼

を見た友人たちは口々に「田中、なんか変わったな！若返ったみたいだぞ！」と驚きの声

を上げました。その時、田中は心の中でこう思いました。「この治療を始めて本当に良かっ

た。髪だけでなく、心も健康を取り戻せた気がする。」 

 

次のステップ 

 田中の治療は、髪の改善だけでなく、彼の生活そのものを変えていきました。次のセクシ

ョンでは、さらに心と体が整い、自信を持った新しい自分へと変わっていく田中の物語をお

届けします。 

 

 

5-2. 髪の改善が心と体に与える影響 

 

田中の新たな自分との出会い 

 治療を始めて半年が過ぎた頃、田中健一はふと気づきました。以前の自分とは明らか

に何かが違う、と。鏡を見れば、髪のボリュームが増し、分け目が自然になった自分の姿が

映っていました。仕事前の朝、鏡に映る自分を見て整髪料をつける手が、少し楽しそうに
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動いています。「こんな日が来るなんて、思ってもみなかったな」と心の中で呟きました。 

 その変化は、髪の見た目だけに留まりませんでした。肩こりや疲労感が軽くなり、睡眠の

質も向上していました。田中は「髪の健康が、体全体に影響を及ぼすなんて不思議です

ね」と竹口先生に話しました。 

 

職場での自信と新たな挑戦 

 田中の変化は職場でも大きな影響を与えていました。以前は会議で発言するのをため

らいがちだった田中が、最近では積極的に意見を述べるようになり、同僚や上司からも一

目置かれるようになっていました。「田中さん、なんか最近キレがありますね」と後輩に言わ

れ、思わず「そうかな？」と笑顔で返す場面も増えていきました。 

 さらに、田中は新規プロジェクトのリーダーを任されるという大役も引き受けました。「今の

自分ならやれる気がする」という気持ちが、自分を後押ししていたのです。 

 

趣味と生活に戻った笑顔 

 髪の改善による自信の回復は、田中の日常生活にも良い影響を与えていました。以

前は休日も外出を控え、家で過ごすことが多かった田中ですが、最近では趣味だったラン

ニングを再開し、ランニング仲間との交流も復活しました。「風を感じながら走ると、髪がな
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びくのが分かるんです。それがまた気持ちよくて」と嬉しそうに語る田中の表情には、活力が

溢れていました。 

 さらに、地元の友人たちと旅行に行く計画も立てるようになりました。「新しい自分を見

てもらいたい」という気持ちが、田中の心を前向きにしていたのです。 

 

心と体の変化がもたらす相乗効果 

 田中は次第に、髪の改善が心と体に与える影響を深く実感するようになりました。「髪

の状態が良くなると、自分に対する自信が戻り、気持ちが明るくなる。そしてその明るい気

持ちが、体の健康にも良い影響を与えている気がします」と竹口先生に語りました。 

 竹口先生は、「髪の健康は心と体のバランスが整った結果なんです。鍼灸治療や生活

習慣の改善を通じて、田中さんの全体的な健康が向上したからこそ、髪の改善にも繋が

ったんですよ」と説明しました。 

 

新たな生活へのステップ 

 髪の改善を通じて、田中は新しい自分を見つけることができました。「これまで、髪の悩

みが自分の人生にどれだけ影響を与えていたか、改めて実感しました。でも今は、髪が元

気になると同時に、自分の人生も前向きになっています。」田中の目には、これからの人
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生に対する明るい展望が映っていました。 

 

次のステップへ 

 田中の髪の改善は、彼自身の心と体に新たな可能性を与えました。次のセクションでは、

田中が治療を通じて得た成果と、彼の未来にどのような変化が訪れるのかをさらに深く掘

り下げます。 

 

 

5-3. 成功体験: 周囲の反応と自己成長 

 

久しぶりの同窓会で感じた変化 

 田中健一が鍼灸治療と日常生活の改善に取り組み始めて 1 年。久しぶりに開催され

た中学時代の同窓会に出席することになりました。以前は、薄毛が気になり人前に出る

のを避けていた田中でしたが、「今の自分なら堂々と会える」と前向きな気持ちで参加を

決めました。 

 会場に到着すると、昔の友人たちから次々と声をかけられました。「田中、なんだか雰囲

気が変わったな！」「若返ったみたいだよ。」その言葉に最初は照れていましたが、田中は
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心の中で大きな喜びを感じていました。「やっぱり見た目って大事なんだな……。この 1 年

の努力が無駄じゃなかった。」 

 

職場での信頼と新たな挑戦 

 一方、職場でも田中の変化は明らかでした。髪のボリュームが増し、自信を持って振る

舞えるようになった田中は、周囲からも頼られる存在になっていました。上司から新規プロ

ジェクトのリーダーを任されることになった時、「これまでの自分なら断っていたかもしれない。

でも、今の自分ならできる」と自然に受け入れることができました。 

 プロジェクトは困難を伴うものでしたが、田中は仲間と協力しながら計画を進め、結果

的に成功を収めました。その成果を評価された田中は、「田中さんのおかげで職場の雰

囲気が明るくなりました」と部下たちから感謝の言葉を受けることができました。 

 

友人関係の変化 

 田中の変化は、友人たちとの関係にも良い影響を与えていました。以前は疎遠になり

がちだった友人との集まりにも積極的に参加するようになり、久しぶりに会った友人から「田

中、なんか明るくなったな」と言われることが増えました。 

 特にランニング仲間の一人から、「最近すごく調子が良さそうだね」と声をかけられた時、
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田中は「髪が元気になると、体も気持ちも元気になるもんだよ」と笑いながら答えました。

自分の中で少しずつ復活する自信が、周囲にも伝わっているのを実感しました。 

 

自己成長を実感する瞬間 

 田中は、この 1 年を振り返りながらこう考えました。「髪が改善されたのはもちろんだけど、

自分の内面が変わったことが一番大きい。これまで、自信を持てずにいたけれど、今は何

かに挑戦しようという気持ちが生まれた。これは髪が取り戻してくれた大切なものだ。」 

 田中は治療院で竹口先生に感謝の気持ちを伝えました。「先生、髪だけでなく人生そ

のものが変わりました。本当にありがとうございます。」竹口先生は笑顔で「田中さん自身

の努力が素晴らしい結果を生んだんです。この変化を維持し、さらに良い未来を築いてい

きましょう」と応じました。 

 

周囲の反応が自己成長を促す 

 髪の改善をきっかけに周囲からの評価が変わり、その評価がさらに田中の自信を深める

という好循環が生まれていました。田中は、「周りの反応が、自分の成長を後押ししてくれ

るんだな」と改めて気づきました。 

 



p. 64 

 

未来に向けての挑戦 

 田中はこの経験を通じて、新たな挑戦に向けて歩みを進める決意を固めました。「髪の

悩みを乗り越えた自分なら、どんな困難にも挑める気がする」と。これからも髪と健康を維

持するため、日常生活の改善とセルフケアを続けながら、自分自身の可能性を広げてい

こうと決めました。 

 

次のステップへ 

 田中の成功体験は、髪の悩みを抱える他の人々にとっても大きな希望となるでしょう。

次のセクションでは、治療を成功に導くために重要な「継続のコツ」や「治療効果を最大

化するためのポイント」、そして「挫折しそうな時に乗り越える方法」を具体的に解説してい

きます。 

 

 

第 5章: 治療を継続するため具体策 

 

5-1. 治療を続けるためのモチベーション 
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田中の新たな目標設定 

 治療開始から 1 年が経ち、田中健一は目に見える成果を手に入れていました。髪のボ

リュームが増え、自信を持って毎日を過ごせるようになった田中は、次の通院時に竹口先

生にこう尋ねました。「先生、この調子で続ければ、ずっとこの状態を保てますよね？」 

 竹口先生は頷きながらも、少し穏やかな表情で答えました。「田中さん、治療でしっかり

としたベースは整いました。ここからは、日々のセルフケアがカギになります。当院では、ある

程度ご自身の目標が叶ったら治療を卒業していただいています。それは、長期間通院を

続けることが目的ではなく、自分でセルフケアを続ける力を身につけていただきたいからで

す。」 

 田中は「卒業」という言葉に少し驚きましたが、同時に「自分自身で頑張れる」という意

識が芽生えました。 

 

治療の卒業とセルフケアの重要性 

 竹口先生は、卒業後の生活について詳しく説明しました。「AGA は進行性のものなの

で、本来であれば月 1 回のメンテナンス通院が理想的です。しかし、費用や時間の都合

でそれが難しい方も多いです。その場合でも、セルフケアをきちんと続ければ、今の状態を

維持することができます。」 
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 田中は少し不安そうな顔をして、「セルフケアだけで本当に大丈夫なんでしょうか？」と

尋ねました。竹口先生は笑顔で答えました。「もちろんです。これまで治療を通じて学んで

きたことを日々実践するだけで、十分効果を維持できます。頭皮マッサージや適切な食

事、睡眠の質を高める習慣を継続してください。それが、あなた自身の力になります。」 

 

卒業への準備 

 次の診察時、田中は改めて「自分でやってみる」という決意を固めました。竹口先生は

「もしまた気になることがあれば、月 1 回のメンテナンスとして来院してください。それ以外

は、私たちがこれまでお伝えしてきた方法を信じて続けていけば大丈夫です」と背中を押

しました。 

 田中は「セルフケアに自信がついてきたので、まずは自分で頑張ってみます！」と前向き

に答えました。 

 

モチベーションを保つために 

 田中が卒業に向けて準備を進める中で、竹口先生はモチベーションを保つためのポイン

トをいくつか伝えました。 

1. セルフケアを習慣化する 



p. 67 

 

「頭皮マッサージや適切なシャンプー選びを、毎日の習慣に組み込みましょう。」 

2. 変化を記録する 

「毎月、自分の髪や頭皮の写真を撮影して、少しずつでも変化を確認してくださ

い。それが続ける力になります。」 

3. 短期目標を設定する 

「例えば、次の 3 か月でさらに髪のツヤを良くするといった小さな目標を立てると良

いです。」 

 

自立したケアの大切さ 

 卒業を迎えた田中は、「治療院に頼り切りではなく、自分の力で髪の健康を維持する」

という自信を持つことができました。「先生から教わったことを実践するだけでなく、自分なり

の工夫も取り入れながら継続していこう」と意気込んでいます。 

 竹口先生も「これまでの努力が実を結んでいますね。髪の健康を維持するための方法

を身につけた田中さんなら、きっと良い結果を保てるはずです」と送り出しました。 

 

卒業後の新たな挑戦 

 田中は、自分でセルフケアを続ける生活をスタートさせました。「最初は不安もあったけ
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れど、ここまでの成果を見れば続けられる自信がある」と微笑む田中。毎日の頭皮マッサ

ージや、栄養バランスの取れた食事を楽しみながら、髪と体の健康を維持しています。 

 

次のセクションへ 

 セルフケアの重要性を理解し、新たな一歩を踏み出した田中。次のセクションでは、「挫

折を乗り越えるための具体策」 を詳しく解説していきます。 

 

 

5-2. 挫折を乗り越えるための具体策 

 

続けることの難しさ 

 田中健一が治療を開始してから 9 か月目のことでした。これまで順調にセルフケアを続

けてきた田中ですが、仕事の繁忙期が重なり、疲れからケアを怠りがちになっていました。

「忙しいから今日は頭皮マッサージを省いてもいいか」「食事は手軽なもので済ませよう」と

いった日々が積み重なり、次第に以前のような意欲を失いつつありました。 

 ある日、鏡を見ながら田中は呟きました。「また元に戻ったらどうしよう……。」頭皮の透

け感が少し気になる気がして、焦りが募ります。「こんな状態で続けても意味があるのだろ
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うか」と悩んだ田中は、治療院の竹口先生に相談することを決めました。 

 

竹口先生のアドバイス 

 「田中さん、こんにちは。最近、少し元気がないように見えますが、どうされましたか？」

竹口先生が穏やかに声をかけると、田中は正直に打ち明けました。「仕事が忙しくてセル

フケアをさぼりがちで……。このまま続ける意味があるのか、自信がなくなってきています。」 

 竹口先生は頷きながら、「治療やセルフケアを続ける中で、途中で挫折しそうになるの

は誰にでも起こることです。でも、ここでやめてしまうと、これまで積み上げてきた努力がもっ

たいないですよね」と田中に語りかけました。 

 

挫折を乗り越える具体策 

 竹口先生は、田中のような悩みを持つ患者に提案するいくつかの具体策を伝えました。 

1. 小さなリスタートを切る 

「すべてを完璧にやろうとしなくても大丈夫です。まずは簡単な頭皮マッサージから

再開してみてください。一度に全部やろうとすると負担に感じますが、少しずつ戻し

ていけば自然と習慣が復活します。」 

2. セルフケアの時間を短縮する方法 
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「忙しい時は、例えば 5 分間だけのマッサージでも効果があります。特に、お風呂

上がりに行うと血流が良くなっているので短時間でも十分です。」 

3. 進捗を振り返る 

「これまでの変化を写真で振り返ってみましょう。最初の頃と比べてどれだけ改善さ

れたかを確認すると、モチベーションが湧いてきます。」 

4. 周囲の力を借りる 

「一人で抱え込まずに、家族や友人、同僚に話してみるのも良いですよ。応援し

てくれる人がいると、気持ちが楽になることがあります。」 

 

田中のリスタート 

 田中は竹口先生のアドバイスを聞き、「まずは頭皮マッサージを短い時間でも再開して

みよう」と思いました。また、以前撮影した写真を見返してみると、治療を始めた頃の状態

と比べて、髪の密度が明らかに増えているのを改めて実感しました。「ここでやめたら本当

にもったいない。もう一度頑張ろう」という気持ちが湧き上がってきました。 

 

周囲からのサポート 

 田中は親しい同僚に悩みを打ち明けてみることにしました。「実は、髪のことで治療をし
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ていて、最近ちょっと行き詰まっていてね。」すると同僚は、「田中さん、前より明らかに良く

なっているよ。途中でやめるなんてもったいないじゃないか！」と励ましてくれました。 

 その言葉に背中を押された田中は、改めてセルフケアに取り組む決意をしました。以前

ほど完璧を目指さず、小さなリスタートを切ることから始めました。 

 

挫折を乗り越えた先の成果 

 2 週間後、田中は再び竹口先生のもとを訪れ、「再開して良かったです。短い時間で

も続けると、また効果を感じられるようになりました」と報告しました。竹口先生は、「素晴

らしいですね。続けることが何よりの力になります。これからも焦らず、コツコツと取り組んで

いきましょう」と田中を励ましました。 

 

次のステップへ 

 挫折を乗り越えた田中は、自分自身の成長を実感し、「治療は自分との対話なんだな」

と感じるようになりました。次のセクションでは、「科学と鍼灸で維持する髪の未来」につい

て詳しくお伝えします。 
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おわりに 

 

髪の悩みから自由になる新しい自分へー再生医療と鍼灸が導く可能性 

 

田中の最後の診察日 

 田中健一は、治療院の最後の診察日を迎えました。再生医療と鍼灸治療を 1 年間

続け、髪も心も新しい自分へと生まれ変わった彼は、竹口先生に感謝の言葉を伝えるた

め、少し早めに到着しました。 

 診察室で竹口先生は、田中の頭皮を改めてチェックしながら微笑みました。「見違えま

したね、田中さん。最初にお越しになった時の写真を覚えていますか？」田中は照れたよ

うに笑い、「正直、あの頃の写真を直視するのが怖かったです。でも今は、自分の変化を

誇らしく思えます」と言いました。 

 

髪が取り戻したもの 

 竹口先生がパソコンの画面に映し出したのは、治療前の田中の頭皮の写真。髪が細く、

ボリュームがなかった状態から、現在のしっかりとした髪に変わるまでの過程が一目瞭然で

した。「髪だけではなく、自信も取り戻したんですね」と竹口先生が言うと、田中は頷きまし
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た。 

 「最初は髪が戻ればいいと思っていました。でも治療を続けていく中で、体全体が健康

になり、気持ちも明るくなりました。髪だけでなく人生そのものが良い方向に向かった気がし

ます」と語る田中の表情は、以前とはまるで別人のように晴れやかでした。 

 

再生医療と鍼灸が導いた可能性 

 田中の変化は、再生医療と鍼灸治療という二つの力の融合によるものでした。成長因

子を使った再生医療が髪の成長を促し、鍼灸治療が全身のバランスを整えた結果、髪と

体が本来の力を取り戻したのです。竹口先生は「この治療は、髪だけではなく心と体全

体にアプローチすることがポイントなんです」と改めて説明しました。 

 「でも、先生が教えてくれたセルフケアも大きかったです」と田中は言いました。「頭皮マッ

サージや栄養の見直しを日常生活に取り入れることで、自分自身の力で髪を守るという

意識が芽生えました。」 

 

卒業の時 

 竹口先生は「ここまでしっかりと治療を続けてこられた田中さんなら、もう安心です」と告

げました。「これからはご自身で継続していけば、今の状態を維持できるでしょう。でも、何
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かあればいつでも相談に来てくださいね。」 

 田中は深々と頭を下げ、「本当にありがとうございました。この 1 年で、髪だけでなく自分

自身が大きく変わりました。これからも自分の力で頑張っていきます」と感謝の気持ちを伝

えました。 

 

未来への一歩 

 診察を終え、治療院を出た田中は、街中のガラスに映る自分の姿を見て思わず笑み

がこぼれました。「髪が戻っただけじゃない。自分に自信を持てるようになったんだ。」これか

らの生活に向けて、田中の心は期待でいっぱいでした。 

 

髪と健康を守るために 

 田中の物語は、髪の悩みを抱える多くの人々にとって希望の光となるでしょう。この治療

は、見た目だけでなく、人生全体に良い影響を与える可能性を秘めています。本書を手

にした皆さまにも、田中のように新しい自分を見つける旅に出ていただきたいと思います。 

 髪の悩みから解放され、心も体も自由になることで、新たな挑戦や夢に向かって前向き

な一歩を踏み出せるはずです。再生医療と鍼灸治療の力を借りながら、自分らしい人生

を築くためのサポートを提供し続けたいと願っています。 



p. 75 

 

 

これからの未来に向けて 

 あなたがこの本で得た知識や経験を活かし、自分自身の可能性を広げていけることを

心から願っています。髪と健康を通じて、自分らしい未来を手に入れる旅がここから始まり

ます。 

 

 

あとがき 

 

 この本を最後までお読みいただき、誠にありがとうございます。髪の悩みは、外見だけで

なく、心の健康や自信に深く影響を及ぼすものです。その悩みを抱え、解決方法を模索

している方にとって、本書が少しでも助けになったなら、それ以上の喜びはありません。 

 本書の執筆にあたり、再生医療と鍼灸という異なる治療法を組み合わせた新しいアプ

ローチを詳しく解説しました。この治療法が、髪だけでなく、全身の健康や心の安定にまで

良い影響をもたらすことを、田中さんのストーリーを通じて伝えられたことを嬉しく思います。

田中さんが治療を通じて感じた変化や周囲からの評価の向上は、髪の改善がどれほど大

きな影響を持つかを象徴しています。 



p. 76 

 

 

 本書では、髪の改善を単なる見た目の向上ではなく、心身の健康を取り戻す旅として

描きました。その中で、以下のポイントを強調しました。 

1. 科学と鍼灸の融合 

 再生医療による科学的根拠と、鍼灸による全身のバランス調整。この二つを組

み合わせることで、髪の健康を安全かつ持続的に回復できるという点。 

2. セルフケアの重要性 

 治療院での施術だけでなく、頭皮マッサージや栄養バランスの整った食事、スト

レス管理など、日常生活でのセルフケアが治療効果を最大化する鍵であること。 

3. 継続の大切さ 

 髪の改善は短期間で完了するものではなく、地道に続けることで初めて結果を

実感できるものです。田中さんが挫折を乗り越えたエピソードは、多くの方に共感

と希望を与えられるでしょう。 

4. 心の変化と自信の回復 

 髪が改善されることで、人間関係や社会生活に前向きな変化が生まれること。

そのプロセスは、髪だけでなく、人生そのものを再構築するきっかけになるというメッ

セージ。 
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 本書を読んでいるあなたも、髪の悩みや治療への不安、挫折を感じているかもしれませ

ん。しかし、田中さんのように地道な努力を続けることで、必ず結果がついてきます。髪が

変わることで、自分自身への自信が生まれ、毎日の生活が豊かになります。その第一歩

を踏み出したあなたを心から応援しています。 

 髪の改善はゴールではなく、新しい自分を見つけるためのスタートです。この旅路を通じ

て得られるのは、健康な髪だけでなく、心身の調和と前向きなエネルギーです。本書がそ

のガイドとなり、これからの道のりを照らす存在となれば幸いです。 

 

 私たちは、再生医療や鍼灸治療の可能性をさらに追求し、多くの方々に安心して治

療を受けていただける環境を整えていきたいと考えています。また、治療だけでなく、セルフ

ケアや予防法に関する情報を広め、髪と健康を守るための知識を共有することにも力を

入れていきます。 

 読者の皆さまには、ぜひ本書で学んだことを日常生活に取り入れていただきたいと思い

ます。セルフケアを継続することで、今の状態を維持し、さらに改善することも可能です。こ

れからの未来に向けて、髪の健康を通じて新しい可能性を広げていきましょう。 

 

 髪の悩みは、時に孤独を感じさせるものかもしれません。しかし、この本を通じて、あなた

は決して一人ではないことを知っていただけたのではないでしょうか。再生医療と鍼灸とい
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う新しい選択肢が、あなたの心と体を支えます。 

 どうかこの旅路を、楽しみながら進んでください。一歩一歩進むその道の先には、明るい

未来が待っています。あなたの成功と、健康で自信に満ちた毎日を心から祈っています。 

 

「自分らしい髪と人生を取り戻すために、今ここから始めましょう。」 

 

 

著者紹介

 

竹口 公雄（たけぐち きみお） 

薄毛・抜け毛専門の鍼灸治療院「レメディ」代表。鍼灸師・毛髪診断士。 

母親の乳がん治療の副作用で髪が薄くなったことをきっかけに、薄毛・抜け毛専門の治

療に取り組む。西洋医学と東洋医学の両面から髪と健康を考え、鍼灸治療（育毛鍼）

だけでなく、再生医療の成長因子や低出力レーザーなどの現代医療を取り入れた、安

全で効果的な治療を提供している。 

また、髪の健康は全身の健康と深く関わっていることから、睡眠・食事・運動といったラ

イフスタイルの改善にも着目し、患者一人ひとりに寄り添った総合的なケアを提案してい
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る。 

本書では、多くの女性が悩むびまん性脱毛症や更年期脱毛に対し、自然治療による

アプローチをわかりやすく解説。髪と体の健康を取り戻すための新しい道を提案する。 

 

 

治療院のご案内＆メール登録のご案内

 

髪の悩みは一人で抱え込まずに、専門家に相談してみませんか？ 

本書をお読みいただき、ありがとうございます。 

「髪のボリュームが減ってきた」「抜け毛が増えた」「市販の育毛剤では効果が感じられな

い」——そんなお悩みをお持ちの方は、ぜひ一度、当院にご相談ください。 

当院 「レメディ」 は、 再生医療と鍼灸を組み合わせた独自の育毛治療 を提供して

います。 

髪の健康だけでなく、 体全体のバランスを整えることで、自然な発毛と健康な髪を目

指します。 

 

    レメディの特徴 
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✔️ 鍼灸と再生医療を組み合わせた根本治療 

✔️ 低出力レーザーや成長因子の浸透治療による最先端ケア 

✔️ 一人ひとりの体質に合わせたオーダーメイドの施術 

✔️ 食事・睡眠・ストレス管理などのトータルアドバイス 

髪の悩みは 早めの対策が重要 です。 

「気になり始めたらすぐに行動」が、将来の髪を守る第一歩になります。 

 

      治療院情報 

薄毛・抜け毛専門の鍼灸治療院レメディ 

      所在地： 大阪府豊中市本町 1-13-29 竹の回廊ビル 2 階 

     TEL： 06-6836-9153 

       メール： remedy.osaka@gmail.com 

     公式 HP： https://usugeshinkyu.jp/ 

LINE 登録： 

https://utage-

system.com/line/open/YAQzPDQh9kt3?mtid=XAjjBjWVkkv3 

 

https://usugeshinkyu.jp/
https://utage-system.com/line/open/YAQzPDQh9kt3?mtid=XAjjBjWVkkv3
https://utage-system.com/line/open/YAQzPDQh9kt3?mtid=XAjjBjWVkkv3
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髪の健康は、あなたの人生の自信につながります。 

今こそ、一歩踏み出してみませんか？ 

 

 

       メール登録のご案内 

さらに、 メール登録をしていただくと、髪の健康を守るための「ためになる情報」 を定

期的にお届けします。 

✔️ 自宅でできる簡単な頭皮ケア 

✔️ 食事や生活習慣のポイント 

✔️ 最新の育毛治療情報 

✔️ Q&A で寄せられる髪の悩みへの回答 など 

登録は 無料 です！ 

ぜひこの機会に メール登録 をして、髪と健康を守るための知識を手に入れてください。 

 

     登録は簡単！ 

以下のリンクからメールアドレスを入力するだけ！ 

     [登録フォーム URL]  https://utage-system.com/p/JzTbxI4DQg0e 

https://utage-system.com/p/JzTbxI4DQg0e
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       メール登録後すぐにガイドをお送りします！ 

 

「今の悩みを少しでも改善したい」と思ったその瞬間が、髪を取り戻しチャンスです！ 

ぜひ、この機会にご登録ください！ 

 


